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	会　長　委員の皆様ご苦労様です。
　　　　現在の出席委員１６人、欠席１人であります。

よって、定足数に達しておりますので、只今から、平成２９年第１回農業委員会

を開会いたします。

会　長  会議規則第４条に基づき、会議の議長を務めさせていただきます。
　　　　それでは会議を開きます。

議　長　本日の議事日程につきましては、配布しました会議次第のとおりです。

　　　　直ちに議事に入ります。

議　長　日程第１  議事録署名委員を定めることについてを上程し議題とします。
議事録署名委員は２名とし、議長において指名することにご異議ありませんか。

（異議なしの声）
議　長　ご異議なしと認め、１６番森田委員、１７番浅見委員を指名します。


	議　長　日程第２　議案第１号　農地法第５条の規定による許可申請についてを上程し、議題といたします。

１番から３番の案件について事務局より説明をお願いします

事務局　今月の５条許可申請は４件です。

【議案書を朗読し、案内図により申請地の説明】

１番の譲受人は、妻の実家に同居しており、家財道具も増え、手狭になってきたため、住宅を必要としています。妻の実家から約５００ｍ離れた申請地を譲り受けて、都市計画法第１２号住宅を建てる申請です。実家の近くであれば、子供ができた場合にも親に面倒を見て貰い、親の介護が必要な時にもすぐに行き来ができるために、選定したようです。一団の農地面積が約０．５ｈａであり、農地区分は２種農地と判断しました。１６日に現地確認したところ、特に問題はありませんでした。
２番の譲受人は、鶴ヶ島市内の賃貸アパートに夫婦2人で住んでおり、手狭になってきたため戸建て住宅を所望しております。申請地等を譲り受けて、都市計画法３４条１１号住宅を建てる申請です。

譲受人は日高市にある電気工事会社に勤めており、職務柄、鳩山町にある提携会社に週に４日程度自宅から直接通っております。その提携会社から２．９㎞、車で８分程度の申請地を選定しました。日高市の会社へも９．２㎞、車で２０分と通勤可能です。

妻は川越市の病院に勤務しており、通勤可能です。また、４月に出産予定であり、鶴ヶ島市にある妻の実家まで７．２㎞、車で１５分で行ける場所であり、出産の不安と子育てを手伝って貰うなどができ、心強いようです。一団の農地面積は０．３ｈａであり、農地区分は２種農地と判断しました。１６日に現地確認したところ、売地の看板があったため、２３日までに撤去するよう指示しました。
３番の譲受人は、川越市内の賃貸アパートに夫婦で住んでおり、手狭になってきたため、戸建ての住宅を所望しております。

実家の隣接地に都市計画法３４条１２号住宅を建てる申請です。子供が出来た場合には親に子供の面倒をみて貰い、また親が高齢になった時には介護等の世話が出来る場所です。また、親と農作業を行えることも選定理由の一つです。勤務先は所沢市で車通勤が可能です。妻の勤務先は大宮で、電車通勤が可能な場所です。

一団の農地面積が概ね０．３ｈａであり、農地区分は２種農地と判断しました。１６日に現地確認したところ、特に問題はありませんでした。
議　長　事務局の説明が終わりました。担当地区より補足説明をお願いします。

　　　　１番について、議席１番勝呂地区担当委員、２番と３番については、議席２番入西地区担当委員よりお願いします。

補足説明　（パワーポイントで申請地の写真をスクリーンに映しての説明）

議席１番　１番の申請地は、先月ご審議いただいた場所の隣接地です。譲受人の妻の実家の近くであることが、申請地の選定の主な理由です。小委員会では問題ないとの結論になりましたので、ご審議のほどよろしくお願いします。
議席２番　２番の申請地は、県道の南側であり、もともと周囲に住宅がある場所で、奥の山林と一体にして住宅を建てるという申請です。選定の理由は、譲受人の勤務先との距離や、妻の実家や妻の勤務先との距離からここを選んだとのことです。
小委員会ではやむを得ないとの結論になりましたので、皆様のご審議をお願いします。
３番の申請地は、譲受人の実家のすぐそばです。親の世話や、子供の面倒を見てもらえることが申請地選定の理由です。譲受人の勤務先と妻の勤務先への通勤に支障はありません。また農業も手伝うと言っております。
小委員会ではやむを得ないとの結論になりましたので、皆様のご審議をお願いします。
議　長　議案の説明が終わりましたので、ご質疑等があればお願いします。

（質疑なしの声）
議　長　４番の案件について、事務局より説明をお願いします。

事務局　譲渡人が親から相続した農地が、道路より低くなっており、荒地となっていることから、鳩山町で砂利販売業を営む譲受人が、一時借り受けて盛土を行う申請です。田んぼは現況より１．１ｍ、畑は現況より０．４ｍの盛土を行い、連続した畑にしてそばを栽培する計画です。

一団の農地面積が約１８．５ｈａであり、農振農用地です。１６日に現地確認したところ、一部が市発注工事の資材置場となっていたため、２３日までに農地に戻すよう指示しました。また、一部に木や草が生えており、草刈り等を支持しました。
議　長　事務局の説明が終わりました。担当地区より補足説明をお願いします。

　　　　この案件については、議席１３番大家地区担当委員よりお願いします。
補足説明　（パワーポイントで申請地の写真をスクリーンに映しての説明）

議席13番　４番の譲渡人は、姉と申請地を共有しております。この土地は、今まで遊休農地として指導の対象でした。申請地に接している道路が道路改良により広くなり、使い勝手がよくなったので、農地改良をしてそばを栽培したいという申請です。
現在も道路工事中であることから、申請地が資材置場となっておりました。今回の申請により、置いてあった資材等を片付けております。また、草も生えていたことから、草刈の指導をしたところ、２５日にきれいになっておりました。
今まで遊休農地でありましたが、今回の農地改良によりきれいになることから、周辺住民も歓迎しております。小委員会で審議したところ、やむを得ないとの結論ですので、皆様のご審議をお願いします。
議　長　議案の説明が終わりましたので、ご質疑等があればお願いします。

（質疑なしの声）
議　長　日程第３　議案２号 相続税の納税猶予に関する適格者証明願についてを上程し、

議題とします。

事務局より説明をお願いします。

事務局　今月の相続税の納税猶予に関する適格者証明願は１件です。
【議案書を朗読し、案内図により申請地の説明】

相続税の納税猶予に関する適格者証明願につきましては、租税特別措置法第７０条の６に規定されております。
被相続人の要件としては、「死亡の日まで農業を営んでいた者」であり、相続人の要件としては、「農業経営を開始し、引き続き農業経営を行うと認められる者」であり、これに該当するかを審議して頂きたいと思います。

また、市街化区域内にあり、平成４年１２月３日に生産緑地坂戸第７４号の指定を受けております。１６日に現地確認したところ、白菜やねぎを栽培しており、特に問題はありませんでした。
議　長　事務局の説明が終わりました。担当地区より補足説明をお願いします。
　　　　この案件については、議席９番坂戸地区担当委員よりお願いします。
補足説明　（パワーポイントで申請地の写真をスクリーンに映しての説明）
議席９番　申請地は市街化区域内であり、この証明願は法令に基づくものです。申請地は現に耕作されており、特に問題はないかと思います。
議　長　議案の説明が終わりましたので、ご質疑等があればお願いします。

（質疑なし）
議　長　日程第４　議案３号 農用地利用集積計画（案）についてを上程し、議題とします。

事務局より説明をお願いします。
事務局　農地利用集積計画（案）について説明いたします。

【議案を朗読】
平成２９年２月分農用地利用権設定申出状況についてご説明します。

１の更新・新規の状況ですが、今月は、新規の申出が、１５件、３０筆、面積２５，８８４㎡です。

２の利用集積面積については、平成２９年１月１日設定後の利用集積面積が、１９１万８，６２２．３３㎡となっております。この面積は、先月ご審議いただいた際に、１８条解約の面積に、農地法３条により賃借権が設定されていた面積が含まれていたため、これを訂正したものです。
この面積に、今回の設定面積２５，８８４㎡を加えることにより、２月１日設定後の面積が、１９４万４，５０６，３３㎡（約１９４ｈａ）となります。これは、前年同期と比べ、１７万３，１５５㎡、約９．８％の増です。なお、今月は１８条解約の届出がありません。
利用集積計画の主な内容について説明します。今回の借受人は、３人とも認定農業者であり、１～５番の借受人と６～１４番の借受人は、人・農地プランの担い手にもなっております。

いずれも、全部耕作、常時従事等の農業経営基盤強化促進法第18条第3項の各要件を満たしていると考えます。
議　長　事務局の説明が終わりました。

　　　　質疑等がありましたらお願いします。

（質疑なし）

議　長　日程第５　議案第４号　坂戸農業振興地域整備計画の変更に対する意見につい

てを上程し、議題といたします。議案について事務局より説明してください。

事務局　坂戸農業振興地域整備計画の変更に対する意見についてをご説明いたします。
【議案を朗読】
現在の坂戸農業振興地域整備計画は、昭和４９年度に策定された後、平成２６年に当委員会で審議され、同年９月に計画見直しがされたものですが、今回、県営事業である鎌北湖の耐震化工事を行うにことに際し、受益地が７ｈａ坂戸市内にあるため、標記計画に掲載される必要が生じ、今回の変更となりました。
変更の内容は、新旧対照表にありますとおり、計画書中の「第２　農業生産基盤の整備開発計画」のうち、「１　農業生産基盤の整備及び開発の方向」に「鎌北湖などのため池や水路等のかんがい排水施設の整備を図っていく」等の文言を加え、【当面の農業生産基盤整備開発計画】の表の最後に、「防災ため池」についての事項を加えるものです。
今回の受益地は、葛川を用水として使う地域で、大家地区は多和目の一部、入西地区は善能寺の一部となっております。
議　長　議案の説明が終わりました。

質疑等がありましたらお願いいたします。

　　　　（質疑等なし）

議　長　 これよりそれぞれの議案について、審査を行います。全体をとおして何か意見

　　　　はございますか。

　　　　 （意見なしの声）

　
議　長　 議案第１号、農地法第５条の規定による許可申請については、許可相当と決定いたしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

　　　　

（異議なしの声）

議　長　 ご異議なしと認めます。

　　　　 よって、議案１号は、許可相当と決定いたします。

議　長　議案第２号、相続税の納税猶予に関する適格者証明については、原案の通り証明することに決定いたしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。

（異議なしの声）

議　長　ご異議なしと認めます。

　　　　よって議案第２号は原案通り証明することと決定いたします。
議　長　 議案第３号、農用地利用集積計画（案）については、原案のとおり決定いたしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（異議なしの声）

議　長　 ご異議なしと認めます。

　　　　 よって議案第３号は、原案のとおり決定いたします。

　　　　　
議　長　議案第４号、坂戸農業振興地域整備計画の変更に対する意見については、なし

と決定したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

　　　　（異議なし）

議　長　ご異議なしと認めます。

　　　　よって議案第４号に対する意見は、 なし　と決定し、坂戸市長へ回答いたします。

　

議　長　日程第６　報告第１号　農地法第５条に係る許可不要案件（事業計画）について事

　　　務局より説明してください。

事務局　本件の事業計画者(借人)は水道企業団で、幹線管路の耐震化に伴う配水管布設替工事のための資材置場としての一時転用です。

　事業計画地は中小坂地内で、工事の施工場所は、横沼の県道上伊草坂戸線の三芳野小前の交差点から、東坂戸団地の一番東側の消防署東分署付近の大谷橋の交差点までの約１．２ｋｍで、工事施工場所から計画地まで約１．２ｋｍです。

　本来なら、施工場所の直ぐ側に資材置場を確保すべきですが、近隣を探したけれど見つからず、以前借りていた場所も、所有者の都合で１２月末に返還し、やむを得ず一昨年も借りたこの計画地を借りることとしたとのことです。

　工事期間は、昨年の６月６日から、今年の３月１７日までの約９ヵ月間で、計画地の借用期間は、１月１０日から３月１７日までです。事業内容は、現場発生土の残土と、埋戻材である骨材の置場と、そのための搬入路及び車両待機場所となっております。

　この場所は、一昨年老朽化した水道橋の更新工事の資材置場として、一時転用し、許可不要案件として１１月の総会で報告しております。また、事業計画書には、「工事完了後、速やかに原型復旧を行い返却します。」と記載さております。川越農林振興センターとの協議の結果、許可不要で問題なしとされております。
議　長　事務局の説明が終わりました。

　　　　ご質問はございますか。

（質問なし）

議　長　日程第７　報告第２号　専決処分の報告について、事務局より説明してください。

事務局　今月の農地法第３条の３第１項の届出は６件です。いずれも、届出人が相続により所有権を取得したもので、農業委員会によるあっせん等の希望の有無は無となっております。

今月の農地法第４条第１項第７号の届出は１件です。届出人が自ら所有する農地を転用するために届け出たもので、転用目的は貸駐車場です。なお、この農地は、届出の前にすでに転用目的のために使われており、今回届出書に経過説明書を添付しております。経過説明書には、「当時、農地法の手続きをしているものと思い込んでいました。今後は農地法を遵守します。」と記載されております。

今月の農地法第５条第１項第６号の届出は６件です。３番以外は、区画整理地内の農地であり、仮換地が指定され、所有権移転を伴う転用の届出となっております。１番の転用目的は貸駐車場であり、２と４は、自己用住宅となっておりますが、一度譲渡人である株式会社がこの土地を譲受け、住宅を建てて分譲するための届出です。３番は建売住宅、５番は共同住宅、６番は資材置場が転用目的となっております。
議　長　事務局の説明が終わりました。

　　　　ご質問はございますか。

（質問なしの声）
議　長　次に次第４のその他について、委員の皆様から何かございましたらお願いします。

（なしの声）
議　長　特にないようですので、議事については以上で終了いたします。

議　長　以上で、平成２９年第１回坂戸市農業委員会を閉会させていただきます。
　　　　閉会に当たり、ご挨拶を申し上げます。

（議長あいさつ）
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